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【【開発技術の概要開発技術の概要】】

・ダムには様々な形状があり、特有の曲面や、立地条件的に正面からの撮影が難しいこと
などから、遠隔で撮影した場合、その画像にゆがみが生じ、そこからダム表面の細かな
ひび割れの長さ、幅などを正確に読み取ることが困難。

⇒遠隔で撮影したデジタルカメラ画像に、測量機器で把握したダムの形状の３次元データ
（測量座標値）を組み合わせ、画像処理することで、曲面や斜め角度の画像を正面画像
に変換・補正。これにより、細かなひび割れの長さ、幅など表面状態を正確に把握でき
る（ダム表面から１２０ｍ離れた場所から幅０．２mmのひび割れを認識）。

＜ 別 紙１ ＞

高効率な画像処理技術の開発

・デジタル画像を、測量機器の計測座標値を組み合わせて３次元評価し、正面画像に
変換・補正する場合、１画像に対し３点以上の座標値が必要（測量機器で３回計測）。

⇒隣接画像を含めて３次元評価することで、１画像に対し、中心１点のみの座標値で
正面画像に変換・補正できる。現場での計測作業効率が向上。

【【ダム表面遠隔点検システム（撮影イメージ図）ダム表面遠隔点検システム（撮影イメージ図）】】

ダムの形状や立地条件に関係なく表面状態を正確に把握
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＜正面画像への変換・補正（ｲﾒｰｼﾞ）＞

撮影画像
［曲面や斜め
角度の画像］

測量機器でダム形状の３次元データを把握。
⇒それをもとに２次元の正面画像に変換・補正

ひび割れ検出（例）

１画像に対し３点以上の座標値を計測し、３次元評価

正面画像に変換・補正
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＜高効率な画像処理技術＞

１画像に対し中心１点のみ計測。
隣接画像（３枚）の中心座標を頂点とする、
３次元座標値を持つ三角形をもとに各画像
を３次元評価。
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各画像を正面画像に変換・補正
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＜従来技術＞
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［変換・補正された正面画像］




